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　６月定例会等で示された施策を、広報広聴常任委員会で協議し４つのトピック
スとしてまとめました。明るいニュースから残念なニュースまでありますが、い
ずれも町民の皆さまの生活に密着した内容となっております。
　限られた紙面ではお伝えしきれない内容もあります。ご不明な点は、我々議会
議員に気軽にお話しかけ下さい。これからも丁寧な広報を心掛けてまいります。

「
あ
さ
く
さ
ホ
ー
ム
」が
閉
鎖
へ

高
齢
者
人
口
も
減
少
の
局
面
へ

　老人ホームは空きが無く、財政状
態も潤沢なのだろうと思っていまし
た。でも実際のところは高齢者人口
も激減しており経営難であると初め
て知りました。
　私の父も高齢で今後介護等が必要
となってくるものと思われるなか、
「あさくさホーム」の閉鎖は不安を
煽るニュースとなりました。

　「
あ
さ
く
さ
ホ
ー
ム
」は
、只
見
町
民
の
み
が
入
所

で
き
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
社
会
福
祉
法

人
南
会
津
会
で
運
営
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
近

年
で
は
入
所
待
機
者
が
減
少
し
、
職
員
の
確
保
も
困

難
と
な
っ
て
い
る
た
め
長
期
間
に
わ
た
っ
て
空
床
ベ

ッ
ド
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
収
入
の
確
保
が
困

難
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法

人
南
会
津
会
は
町
に
対
し
、
事
業
の
廃
止
に
向
け
た

協
議
を
求
め
て
い
る
。

　平成30年４月から国民健康保険事業の運営は、福島県内の市町村による個別のもの
から福島県も含めた広域化となった。
　保険税（保険料）は市町村が加入者から個別に集めるが、福島県全体の国保加入者の
医療費を賄う制度となるため、保険税は上昇する見込みである。

只見町はどうなるの？
　令和11年度には、保険税率が、福島県内同一税率になる。それに
よって、只見町分の保険税の急激な上昇が見込まれるため、只見町で
は、令和7年度から令和14年度まで毎年８００万円の基金を活用し、
加入者の保険税の上昇を緩和していくこととした。

国民健康保険の手続きはどうなるの？
　国民健康保険の加入や離脱、保険給付の手続き、医療の受け方そし
て国民健康保険税の納め方は今までと変わりはない。

国民健康保険税！
これからどうなるの……？

サービスの一進一退!

鈴木勇人さん
（赤沢）

topic

１

topic

2
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利用者
④商品配達

⑤代金回収

②受注をFAXで連絡

配送事業者
観光公社

③商品回収
⑥代金支払

協力店

①電話で注文

＋配送料

医療・介護・福祉

商
品
宅
配
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ー
ト
！

７
年
度
補
正
予
算
　

朝日診療所
常勤医師２名になる！

　県の協力により朝日診療所と会津
医療センターを結ぶオンライン診療
端末機を導入する。制約はあるが、
へき地医療の新しい取り組みとして
スタート。

診療端末機購入

201万円

買物支援事業
業務委託料　

401万円

　
町
内
の
移
動
販
売
業
者
が
撤
退
し
た
こ
と
に
よ
り
、
食
料
品
や
日

用
品
の
購
入
が
困
難
な
方（
高
齢
者
等
）へ
の
買
い
物
支
援
と
し
て
、

商
品
宅
配
サ
ー
ビ
ス
事
業（
モ
デ
ル
事
業
）を
実
施
す
る
も
の
。

　
詳
し
い
流
れ
は
、
図
の
よ
う
に
な
る
。

①　消費者は協力店（商店）に電話で注文
②　協力店は受注情報を配送事業者へ連絡
③　配送事業者は協力店から商品を回収
④　配送事業者は商品を消費者に配達
⑤　配送事業者は消費者から商品代金＋配送料を回収
⑥　配送事業者は回収した商品代金を協力店に支払い

質
疑
応
答

こぶし苑施設長に三輪谷医師

topic

4

topic

3
城
じょう

医師、三
み

輪
わ

谷
たに

医師、応援医師の新たな医療体制に期待

＼オンライン診療スタート／

問
注
文
の
際
に
カ
タ

ロ
グ
等
の
資
料
が

あ
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
な
注

文
が
で
き
る
の
で
は
。

答
協
力
店
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

問
３
地
区
平
等
に
毎

日
配
送
で
き
る
か
。

答
そ
の
予
定
で
い
る

が
、
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
の

で
、事
業
実
施
し
な
が
ら
、

改
善
・
改
良
し
た
い
。
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大雪農業災害特別
対策事業補助金

166万円

消防団条例の
一部を改正する条例

306万円

■問 昨年の大雪でパイプハウス等が多く倒
壊した。基本的には交付決定後の着手
だが、作付け時期もあるため、早急に
実施するべきと考える。

■答 交付決定前でも農業に着手できる方向
で進んでいる。

人口減少やなり手不足により定数を
350人から320人へ。
団員報酬を上げて、団員不足や負担軽
減を図る。（団長、副団長を除く）

■問 団長や副団長は大変な職責であるが、
報酬を上げない理由は。

■答 消防団内部で協議があり、今回は見送
る結果となったが、検討を進めていく。

旧五十嵐家（国重文）
住宅保存修理工事

4500万円

克雪対策事業
補助金

803万円

■問 旧五十嵐家の修復に計5000万円計
上されているが、適正か。

■答 建物共済に加入しており、国県からの
補助がある。修復を行う事業者が限ら
れており、材料費も高騰している。茅
葺きをして20年が経過しており、ま
ずは原状復旧をしたい。

■問 克雪対策事業が補正予算で計上されて
いる。当初予算で計上すべきではない
か。

■答 昨年の大雪で申請件数が増え、補正と
なった。現在70件の申請がある。

令和７年只見町議会６月会議に提出された条例や補正予算での主な
質疑応答や改正理由をご紹介します。主に今年の大雪被害による修
繕・復旧のために使われます。

陳情２件の審査内容等については経済常任委員会の報告（７頁）を参照。

只
見
町
の
未
来
を
考
え
る4



雪崩により流失した「出逢橋」
復旧工事に着手！

■問 現在、苦労していることはな
んでしょうか。

■答 当初、福島県側からの施工を
考えていたが、工期短縮のた
めに、福島・新潟両県側から
の施工にしました。そのため
に重機や資材など、福島・新
潟両側から手配することにな
り、苦労しています。

議員定数と報酬を考える
　全員協議会において、議員の定数と報酬が議題に上がり、６月会議にて「只
見町議会議員の定数と報酬に関する調査特別委員会」が設置された。委員長
に中野大德議員、副委員長に菅家忠議員が選任され、今後慎重に審議を進め
ていく。また、委員会の様子はYouTubeで配信することとした。

安全第一に
１日も早く完成させたい。

工事担当者の永洸建設（株）　酒井　守さん

　全員協議会において、国道２５２号（田子倉地内）の「出逢橋　仮道工」の
工事に着手した。との説明があった。「仮道工」の概要は、延長約２００ｍで
旧道敷を利用し、一部仮橋の設置となる。復旧時期について
は未定で、７月中の公表となる予定。工事の進捗の様子は南
会津建設事務所インスタグラムにて更新中。
　復旧工事を施工している永洸建設（株）の工事担当者にお話
を伺うことができた。

全員協議会

南会津建設事務所
インスタグラム　
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町のこと、議会のことについて想いを寄せていただきました。

町民の声町民の声

表
紙
の
　
　
　

　
写
真
に
想
う

　
最
近
は
、
町
民
の
人
が

沢
山
写
っ
て
い
る
と
思
い

な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
前
号
の
、
町
民
の

人
に
「
こ
れ
は
ど
う
思
い

ま
す
か
？
」
と
お
話
を
し

て
議
会
だ
よ
り
を
作
っ
て

い
る
の
は
、
と
て
も
良
い

取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し

た
。
議
員
さ
ん
は
ど
こ
と

な
く
話
し
か
け
に
く
い
と

思
っ
て
し
ま
う
の
で
、
議

員
さ
ん
か
ら
来
て
く
れ
る

議
会
だ
よ
り
の
雰
囲
気
が

変
わ
り
ま
し
た
ね

議
会
だ
よ
り
・
議
会
中
継

を
見
て
感
じ
た
こ
と
!!

＊
議
会
だ
よ
り
１
７
９
号

で
、
予
算
に
対
す
る
町

民
の
声
が
掲
載
さ
れ
、

親
し
み
や
す
さ
が
あ
り

良
か
っ
た
で
す
。

＊
予
算
特
別
委
員
会
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
の
と
こ
ろ
に

解
説
が
つ
い
て
い
て
、

内
容
を
理
解
し
や
す
く

な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

＊
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
表
示
さ

れ
て
い
る
の
で
、
議
会

中
継
を
見
直
す
際
に
助

か
り
ま
す
。

＊
議
会
だ
よ
り
に
議
会
中

継
で
の
総
視
聴
回
数
が

載
っ
て
い
た
ら
参
考
に

な
り
ま
す
。

＊
一
般
質
問
の
そ
の
後
が

気
に
な
り
ま
す
。「
追

跡
調
査
レ
ポ
ー
ト
」
と

い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る

と
い
い
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。

の
は
お
互
い
に
良
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
細
か
い
数
字
は
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
議
会
だ

よ
り
を
読
む
と
な
ん
と
な

く
只
見
町
は
こ
う
い
う
こ

と
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
な

と
わ
か
り
ま
す
。
小
学
校

の
記
事
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
が
書
い
て
あ
っ
て
、

こ
の
後
ど
う
進
ん
で
い
く

の
か
が
わ
か
り
や
す
く
ま

と
ま
っ
て
い
て
、
読
み
や

す
か
っ
た
で
す
。

　
難
し
い
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ

け
か
み
砕
い
て
伝
え
て
く

れ
る
と
、
嬉
し
い
で
す
。

�

（
40
代
女
性
）

　
令
和
７
年
６
月
７
日
に

「
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み

橅
」
が
初
め
て
只
見
線
に

入
線
し
ま
し
た
。
表
紙
の

写
真
は
只
見
線
子
ど
も
会

議
の
メ
ン
バ
ー
が
見
送
り

し
て
い
る
１
コ
マ
で
す
。

　
大
勢
の
地
域
の
皆
さ
ん

が
只
見
駅
に
集
ま
り
、
横

断
幕
を
掲
げ
、
元
気
に
手

を
振
っ
て
い
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
乗
客
の
皆
さ

ん
も
笑
顔
で
手
を
振
り
、

列
車
は
五
能
線
へ
帰
っ
て

い
き
ま
し
た
。

＊
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
に

感
想
・
意
見
を
記
入
す

る
欄
を
つ
く
っ
て
、
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
置
い
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

＊
８０
代
、
９０
代
の
方
々
の

意
見
も
聞
い
て
み
た
い

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
分
か
り

や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
40
代
女
性
）
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総
務
常
任
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

◦
請
願
・
陳
情
結
果

◦
只
見
町
認
定
こ
ど
も
園

円
滑
な
運
営
を

◦
公
共
施
設
の
適
正
な
管
理
を

＊
陳
情
６
︱
１２　
冬
季
孤

立
住
宅
解
消
事
業
の
改

善
と
鈴
木
澄
雄
さ
ん
宅

の
早
期
解
消
の
お
願
い

に
つ
い
て

陳
情
者
＝
布
沢
区

審
査
結
果
＝
不
採
択

審
査
理
由
＝（
抜
粋
）

　
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
移
住
定
住
、

福
祉
政
策
、
の
側
面
か
ら

も
除
雪
支
援
、
防
災
対
策

と
し
て
も
制
度
見
直
し
等

状
況
に
応
じ
検
討
が
必
要

と
考
え
る
。

　
工
事
費
用
を
積
算
し
た

と
こ
ろ
、
５
千
万
円
を
超

え
る
金
額
と
な
り
、
他
地

区
に
も
同
様
の
例
が
複
数

あ
る
た
め
現
時
点
で
は
困

難
で
あ
る
。

　
只
見
町
認
定
こ
ど
も
園

『
ぶ
な
の
も
り
こ
ど
も
園
』 

は
４
月
に
開
園
し
、
集
団

教
育
・
保
育
の
充
実
、
更

に
保
護
者
と
の
情
報
共
有

を
大
切
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
に
送
迎
バ
ス
の
安

全
運
行
、
安
全
確
認
を
基

本
と
し
て
対
応
し
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
３
月
会
議
予
算
特
別
委

員
会
で
は
、
朝
日
診
療
所

の
医
師
住
宅
の
適
切
な
管

理
に
つ
い
て
意
見
と
し
て

付
し
て
い
る
。

　
町
内
に
は
活
用
さ
れ
て

い
な
い
公
共
施
設
等
も
散

見
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
現

　
現
状
か
ら
、
施
設
面
や

送
迎
バ
ス
の
運
行
と
只
見
、

明
和
保
育
所
で
の
体
制
に

つ
い
て
課
題
も
あ
り
、
只

見
町
の
幼
児
教
育
、
子
育

て
支
援
の
拠
点
と
し
て
円

滑
な
運
営
に
向
け
継
続
し

調
査
を
し
て
い
く
。

状
と
今
後
の
利
用
方
策
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。

　
公
共
施
設
管
理
計
画
で

は
、
今
後
の
施
設
改
修
・

更
新
に
あ
た
り
現
状
の
財

源
で
は
困
難
な
状
況
が
見

込
ま
れ
、
町
財
政
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
影
響

＊
陳
情
６
︱
１３　
並
滝
水

路
融
雪
災
害
復
旧
事
業

を
令
和
7
年
度
当
初
予

算
に
計
上
を
お
願
い
す

る
件

陳
情
者
＝
布
沢
区

審
査
結
果
＝
不
採
択

審
査
理
由
＝（
抜
粋
）

　
災
害
復
旧
事
業
の
規
定

を
改
善
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
今
後
災
害
状
況
に

あ
っ
た
見
直
し
が
必
要
と

考
え
る
。

　
工
事
追
加
金
額
が
９
９

０
万
円
と
多
額
。
本
格
的

復
旧
工
事
の
実
施
と
な
れ

ば
、
調
査
設
計
、
湧
水
処

理
、
地
盤
改
良
と
見
積
も

り
以
上
の
工
事
費
が
見
込

ま
れ
る
た
め
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
町
は
同
事
業
に
補

助
金
を
支
出
し
て
い
る

が
、
完
成
に
至
ら
ず
集
落

任
せ
の
事
業
か
ら
起
こ
っ

た
事
案
と
重
く
受
け
止

め
、
迅
速
に
集
落
、
受
益

者
と
協
議
し
補
助
金
が
適

正
に
執
行
さ
れ
解
決
す
る

こ
と
を
望
む
。

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

と
し
て
い
る
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
公
共

施
設
の
管
理
運
営
は
密
接

な
関
係
が
あ
る
た
め
、
今

後
も
調
査
を
継
続
す
る
。
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南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

◦
統
合
さ
れ
た

新
・
広
域
組
合
が
始
動

◦
大
船
渡
市
の
林
野
火
災

南
会
津
消
防
も
派
遣

　
南
会
津
地
方
広
域
市
町

村
圏
組
合
は
第
２
回
臨
時

会
が
４
月
10
日
、
第
３
回

臨
時
会
が
５
月
23
日
に
開

会
さ
れ
た
。

　
第
２
回
臨
時
会
で
は
条

例
改
正
が
２
件
、
刑
法
改

正
に
よ
る
条
例
改
正
が
議

　
去
る
２
月
26
日
に
発
生

し
た
岩
手
県
大
船
渡
市
の

林
野
火
災
に
関
し
て
、
５

月
23
日
の
会
議
後
、
南
会

津
消
防
本
部
に
よ
る
報
告

会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
県

か
ら
は
６
４
１
名
か
ら
な

る
緊
急
消
防
援
助
隊
福
島

県
大
隊
が
編
成
さ
れ
、
南

会
津
消
防
本
部
か
ら
は
38

名
が
派
遣
さ
れ
た
。

　
只
見
町
議
会
広
報
モ
ニ

タ
ー
制
度
設
置
要
綱（
案
）

を
作
成
し
、
委
員
会
内
で

協
議
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
制
度
の
枠

組
み
を
作
る
こ
と
か
ら
始

め
る
の
で
は
な
く
、
現
在

あ
る
「
町
民
の
声
」
コ
ー

ナ
ー
を
充
実
し
て
い
く
こ

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

◦「
町
民
の
声
」コ
ー
ナ
ー
を

充
実
さ
せ
た
い

議
会
運
営
委
員
会

５
月
３０
日

所
管
事
務
調
査

・
議
員
の
な
り
手
不
足

の
総
括

・
行
政
視
察

決
さ
れ
た
。

　
第
３
回
臨
時
会
で
は
専

決
処
分
の
報
告
が
１
件
、

工
事
請
負
契
約
が
２
件
、

物
品
購
入
契
約
１
件
が
議

決
さ
れ
た
。
ま
た
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
提
案
さ
れ
、同
意
し
た
。

と
が
、
実
質
的
な
広
報
モ

ニ
タ
ー
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
な
っ
た
。

　

今
後
は
、「
議
会
だ
よ

り
を
読
ん
で
」
等
、
委
員

会
か
ら
テ
ー
マ
を
持
ち
か

け
て
感
想
を
書
い
て
も
ら

う
等
の
試
み
を
実
施
し
て

い
く
。

傾斜地での消火活動は困難を極めた

　
南
会
津
消
防
本
部
派
遣

隊
は
２
月
26
日
か
ら
３
月

１
日
ま
で
現
地
で
活
動
を

行
な
っ
た
。
早
朝
か
ら
深

夜
に
及
ぶ
活
動
は
ほ
ぼ
休

む
こ
と
な
く
行
わ
れ
た
。

ま
た
現
場
は
傾
斜
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
消
火
活
動
は

困
難
を
極
め
た
。
鎮
圧
は

３
月
９
日
、
鎮
火
は
４
月

７
日
で
あ
っ
た
。

６
月
５
日

６
月
会
議
の
開
催

・
６
月
会
議
の
日
程
等

・
請
願
・
陳
情

・
特
別
委
員
会
設
置
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第
76
回
南
会
津
地
方

町
村
議
会
議
員
大
会
が
開
催

１
．
只
見
町
内
の
一
般
国

道
２
８
９
号
は
道
路
幅
の

狭
い
場
所
、
大
型
車
両
の

す
れ
違
い
通
行
が
困
難
な

箇
所
が
多
く
、
特
に
叶
津

地
内
の
只
見
線
の
鉄
橋
は

高
さ
が
低
く
、
道
路
幅
が

狭
隘
の
た
め
、
車
両
・
歩

行
者
共
に
危
険
が
伴
う
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
黒
谷

字
化
ケ
地
内
、
冬
期
間
事

故
の
多
発
す
る
長
浜
杉
沢

地
内
か
ら
大
倉
地
内
ま
で

の
急
カ
ー
ブ
の
道
路
改
良

整
備
、
明
和
橋
の
架
け
替

え
等
の
整
備
を
早
急
に
実

１
．
医
療
体
制
が
脆
弱
な

広
大
な
面
積
を
有
す
る
南

会
津
郡
西
部
地
域
や
只
見

町
に
お
け
る
地
域
医
療
の

存
続
の
た
め
、
中
山
間
地

域
の
抱
え
る
実
情
を
考
慮

へ
き
地
診
療
所
の

常
勤
医
師
の
確
保
に
つ
い
て

一
般
国
道
２
８
９
号
「
八
十
里
越
」
区
間
の
開

通
に
向
け
た
周
辺
道
路
の
整
備
促
進
と　
国
道

２
５
２
号
「
出
逢
橋
」
早
期
復
旧
に
つ
い
て

　
７
月
３
日
に
南
会
津
地
方
町
村
議
会
議
員
大
会
が
開
催
さ
れ
、

南
会
津
郡
の
議
会
議
員
全
員
が
一
同
に
集
ま
り
ま
し
た
。
国
会
議

員
、
県
議
会
議
員
が
来
賓
で
招
か
れ
て
い
る
中
、
福
島
県
へ
要
望

事
項
を
伝
え
ま
し
た
。

　
只
見
町
議
会
の
要
望
事
項
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
抜
粋
）

議会を代表し平山議員が演壇へ

現
し
安
全
で
安
心
な
道
路

整
備
を
図
る
こ
と
。

２
．
一
般
国
道
２
８
９
号

の
対
岸
を
走
る
県
道
３
６

０
号「
小
林
・
館
ノ
川
線
」

も
町
民
の
生
活
道
路
と
し

て
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り

国
道
の
迂
回
路
路
線
と
し

て
重
要
な
道
路
で
あ
り
、

雪
崩
に
よ
る
冬
季
通
行
止

め
区
間
や
狭
隘
区
間
が
あ

る
こ
と
か
ら
、「
八
十
里

越
」
開
通
後
交
通
量
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
考

え
早
急
に
整
備
促
進
を
図

る
こ
と
。

３
．「
出
逢
橋
」
流
失
に

よ
り
不
通
と
な
っ
て
い
る

国
道
２
５
２
号
「
六
十
里

峠
」
は
当
町
だ
け
で
は
な

く
、
福
島
・
新
潟
両
県
に

お
い
て
も
観
光
や
物
流
等

の
道
と
し
て
重
要
な
道
路

で
あ
る
こ
と
か
ら
早
期
の

復
旧
再
開
通
を
図
る
こ
と
。

し
、
へ
き
地
診
療
所
で
あ

る
只
見
町
国
民
健
康
保
険

朝
日
診
療
所
へ
の
医
師
を

継
続
的
に
配
置
・
派
遣
す

る
特
別
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。
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Vol.44

国と町の議員の�

� ちがいってなあに？ブナりん イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページから
視聴できます。

ブナりん　テレビで参議院
選挙の話題を見るけど、国と
町の議員さんの違いはある
の？

アカショウちゃん　議員
さんは選挙で「これをやり
たい！」と話しているけど、
それも同じ？

議長　それが実は違うんだよ。
　国会議員は「これをやりたい」が実現でき
るけど、只見町議会議員は基本的にはできな
いんだ。それができるのは町長さんで「提案
権」というよ。

ブナりん　じゃあ只見町議会議員さんの仕
事って？

議長　僕らの仕事は「議決権」という提案
されたことを決める仕事なんだよ。町長さん
と役割を分けているんだ。
　他には計画の進み具合をチェックしたり、
お金の使い道がみんなのためになっているか
も確認するよ。それら全部をひっくるめて、
「もっとこうしたら良くなるかも？」と話し
合いをする仕事なんだよ。

ブナりん　そうなんだ！同じようでも違う
仕事なんだね。教えてくれてありがとう！

議長　国会議員とよばれる人は日本全体の
ことを、僕たち只見町議会議員は主に只見町
のことを決める仕事になるよ。

イワっぺ　他には違いは
あるの？

議長　内閣総理大臣は知っているよね。内
閣総理大臣は国会議員の中から選ばれている
んだ。只見町長はどうやって選ばれているか
というと、只見町民が直接選んでいるんだ。
僕たち只見町議会議員も同じように選ばれて
いて、国と町ではそういう違いもあるよ。
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町
を
想
い
10
名
が

一般質問

町
政
を
問
う

ブナりん

議員が行政全般（役場の仕事全般）に
対して、方針を問い、政策の提言な
どを行なうことです。

一般質問とは

各議員のところにＱＲコードを
付けてみました。
一般質問の様子が見れます。
ぜひ見てね！
＊注　2名が一緒の録画動画になって

います。

■ ⻆田　　誠　……………………12
移住者の増加に向けた取り組みは

■ 小沼　信孝　……………………13
買い物弱者への支援策は

■ 矢沢　明伸　……………………14
人口減少、今後の町づくりは

■ 齋藤　　猛　……………………15
国道２５２号線の今後は

■ 平山真恵美　……………………16
多様な働き方による担い手の確保は

■ 鈴木　好行　……………………17
ふるさと納税増額への取り組みは

■ 酒井　右一　……………………18
こども園開所における現時点の評価は

■ 菅家　　忠　……………………19
国道２８９号の除雪体制の進捗は

■ 中野　大德　……………………20
あさくさホーム事業廃止の影響は

■ 目黒　道人　……………………21
新規開業者の掘り起こしを
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⻆
つの

田
だ

　誠
まこと

議員

移住者の増加に向けた
取り組みは
� 答 現状に沿った利活用を検討していく

問
小
林
上
照
岡
地
内

の
教
職
員
住
宅
は

解
体
の
検
討
は
あ
る
か
。

答
当
建
物
は
老
朽
化

が
著
し
く
、
解
体

撤
去
を
予
定
し
て
い
る
。

問
家
を
建
て
た
い
が

土
地
が
な
い
方
に

土
地
提
供
の
検
討
は
。

答
今
後
の
利
活
用
が

な
い
場
合
は
、
町

有
地
の
譲
渡
や
公
売
等
の

考
え
を
持
っ
て
い
く
。

問
現
在
の
町
長
及
び

副
町
長
は
元
役
場

職
員
で
あ
り
、
行
政
業
務

に
精
通
し
て
い
る
。
職
員

数
が
ギ
リ
ギ
リ
の
中
で
町

只見なびの活用は観光をもっと便利に

長
の
思
う
部
下
を
配
置
す

る
こ
と
は
、
全
体
を
見
た

時
に
公
平
性
や
バ
ラ
ン
ス

を
欠
く
。
副
町
長
が
政
策

監
の
代
わ
り
を
し
、
総
務

課
長
が
補
佐
を
す
れ
ば
で

き
る
は
ず
。
倹
約
し
な
い

と
い
け
な
い
財
政
状
況
、

現
実
が
あ
る
こ
と
を
、
町

長
自
ら
が
知
ら
な
い
と
い

け
な
い
。

答
私
の
任
期
中
に
町

の
重
要
な
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
重
な
る

と
考
え
て
い
る
。
特
定
任

期
付
職
員
と
し
て
政
策
監

を
設
置
し
、
し
っ
か
り
結

果
、
成
果
を
出
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
決
意

が
設
置
理
由
。

　
町
民
か
ら
様
々
な
意
見

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
政
策
目
標
を
達

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

使
命
が
あ
る
。
町
の
様
々

な
課
題
に
応
じ
て
、
組
織

作
り
は
柔
軟
で
あ
る
べ
き

と
考
え
る
。

問
只
見
な
び
に
只
見

高
校
生
が
企
画
し

た
、
青
春
１８
×
２
聖
地
巡

礼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ

か
。答

機
能
が
あ
る
な
ら

載
せ
る
べ
き
だ
っ

た
。
高
校
生
の
提
案
を
町

も
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
姿
勢
、
配
慮
が
足
り
な

か
っ
た
。

問
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ク

ー
ポ
ン
も
現
在
ま

で
配
信
が
な
い
。
観
光
モ

デ
ル
コ
ー
ス
も
３
つ
し
か

な
い
が
、
四
名
山
も
掲
載

す
べ
き
だ
。

答
四
名
山
の
掲
載
も

含
め
、
内
容
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

観
光
ア
プ
リ
事
業
は

成
果
が
乏
し
い
の
か

�

答
運
用
面
の
改
善
を
含
め
内
容
の
充
実
を
図
る

問
倹
約
す
る
べ
き
所

は
倹
約
す
る
、
お

金
を
か
け
る
所
は
し
っ
か

り
か
け
て
事
業
を
確
実
に

回
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
る
。

答
そ
の
通
り
だ
と
考

え
る
。
メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
町
民
、
住
民
福
祉

の
た
め
に
有
用
な
事
業
は

予
算
付
け
し
て
や
っ
て
い

く
。
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小
お

沼
ぬま

信
のぶ

孝
たか

議員

問
町
内
三
地
区
で
生

活
用
品
・
食
料
品

を
購
入
で
き
る
店
は
何
軒

あ
る
か
。

答
只
見
地
区
７
軒
、

朝
日
地
区
４
軒
、

明
和
地
区
４
軒
と
な
っ
て

い
る
。

問
複
合
施
設
の
中
に

生
活
の
拠
点
を
作

る
考
え
の
よ
う
だ
が
、
町

民
か
ら
は
な
ぜ
遠
い
と
こ

ろ
に
作
る
の
か
と
い
う
声

も
あ
る
。
生
活
の
拠
点
か

ら
移
動
販
売
車
、
買
い
物

送
迎
な
ど
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
町
民
か
ら
出

来
て
良
か
っ
た
と
言
っ
て

貰
え
る
よ
う
な
も
の
に
す

る
べ
き
で
な
い
か
。

答
生
活
の
拠
点
づ
く

り
の
中
に
は
買
い

物
弱
者
支
援
が
出
来
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

早急な対応を望む

買
い
物
弱
者
へ
の
支
援
策
は

�
答
複
合
施
設
・
生
活
拠
点
の
中
に
支
援
策
を

問
買
い
物
支
援
策
と

し
て
商
品
宅
配
事

業
を
６
月
議
会
に
予
算
を

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
実
施
す

る
の
か
。

答
買
い
物
支
援
を
利

用
し
た
い
方
が
、

協
力
店
に
電
話
で
注
文
し

て
配
達
事
業
者
が
利
用
者

宅
へ
配
達
代
金
回
収
、
配

送
に
係
る
経
費
は
町
が
負

担
す
る
。
予
算
が
確
保
で

き
た
ら
早
急
に
実
施
し
た

い
。問

移
動
販
売
車
や
宅

配
サ
ー
ビ
ス
等
は

商
品
を
販
売
す
る
だ
け
で

な
く
見
守
り
や
福
祉
の
面

も
あ
る
と
思
う
の
で
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
欲
し

い
。

答
現
在
で
も
保
健
福

祉
で
は
基
準
や
決

ま
り
は
あ
る
が
、
買
い
物

支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。

問
買
い
物
弱
者
支
援

に
つ
い
て
５
つ
の

提
案
を
し
た
い
。

１
．移
動
販
売
車
の
導
入

２
．宅
配
サ
ー
ビ
ス

３
．買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス

４
．買
い
物
送
迎
サ
ー
ビ
ス

５
．オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
支
援

　
こ
れ
ら
の
他
に
も
あ
る

と
思
う
が
い
く
つ
も
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

答
そ
の
よ
う
に
考
え

取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

問
複
合
施
設
に
生
活

の
拠
点
が
出
来
て

良
か
っ
た
と
言
っ
て
貰
え

る
よ
う
な
施
設
に
し
て
も

ら
い
た
い
が
そ
の
施
設
は

い
つ
頃
で
き
る
の
か
。

答
国
道
２
８
９
号
の

開
通
を
見
越
し
て

考
え
て
い
る
の
で
、
今
年

度
中
に
は
作
り
上
げ
進
め

た
い
。
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矢
や

沢
ざわ

明
あき

伸
のぶ

議員

問
只
見
町
は
こ
こ
１０

年
で
急
激
な
人
口

減
少
と
な
っ
て
い
る
。
人

口
減
少
が
与
え
る
地
域
へ

の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。
さ
ら
に
今

後
の
町
づ
く
り
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。　

答
こ
れ
ら
の
影
響

は
、
社
会
保
障
費

の
増
加
や
税
収
の
減
、
地

域
活
力
の
低
下
、
集
落
の

暮
ら
し
の
仕
組
み
に
も
大

き
な
影
響
が
あ
り
、
ほ
ぼ

全
て
の
分
野
に
つ
い
て
影

響
は
多
大
で
あ
り
、
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
。　

人口減少、
今後の町づくりは
� 答 最大の課題、危機感を持って取り組む

問
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
社
会
情
勢

の
中
、
検
証
委
員
会
に
お

願
い
す
る
だ
け
で
な
く
、

町
長
含
め
て
職
員
も
常
に

事
業
を
※
P
D
C
A
サ
イ

ク
ル
の
観
点
で
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
P
D
C
A
サ
イ
ク

ル
で
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
は
基
本
と
考
え

る
。
予
算
、
財
政
面
、
事

業
の
効
果
、
両
方
を
見
な

が
ら
や
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
サ
イ
ク
ル
が
回
っ
て
い

く
よ
う
な
職
場
風
土
づ
く

り
、
人
間
関
係
づ
く
り
が

大
事
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
人
口
減
少
の
中

で
、
行
政
が
住
民

の
声
を
聞
く
こ
と
、
状
況

を
掴
む
こ
と
、
住
民
と
の

対
話
が
今
一
番
必
要
で
は

な
い
か
。
以
前
行
わ
れ
て

き
た
集
落
座
談
会
な
ど
の

開
催
は
。

答
集
落
座
談
会
か
ら

い
く
つ
か
改
善
や

新
た
な
施
策
と
し
て
予
算

化
し
、
事
業
実
施
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
。
今
年
は

三
地
区
で
町
政
座
談
会
を

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
中
央
公
民
館
を

設
け
て
地
区
公
民
館
活
動

を
一
本
化
し
、
そ
こ
に
集

落
の
方
が
集
い
、
意
見
を

集
約
し
集
落
支
援
の
体
制

を
と
っ
て
き
て
い
る
。

問
町
民
の
方
に
も
地

域
の
課
題
へ
の
関

わ
り
を
も
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
公
民
館
活
動
は
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
具

体
的
な
取
り
組
み
を
。

答
住
民
の
み
な
さ
ん

に
も
困
り
ご
と
の

解
決
、
地
域
が
存
立
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
学
び

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
注

力
し
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

問
今
後
特
に
、
関
係

人
口
、
二
地
域
居

住
、
地
域
に
関
わ
り
の
あ

る
方
を
大
切
に
、
そ
し
て

地
域
住
民
の
方
の
活
力
を

高
め
て
い
く
施
策
と
取
り

組
み
は
必
要
で
な
い
か
。

答
住
民
の
方
々
と
共

に
地
域
共
創
と
い

う
考
え
方
で
、
改
善
点
に

努
め
住
み
良
い
町
づ
く
り

に
努
め
た
い
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と

はPlan

（
計
画
）、D

o

（
実
行
）、C

heck

（
確

認
）、A

ction

（
改
善
）

計
画
か
ら
改
善
、
そ
し

て
ま
た
計
画
か
ら
改

善
、
と
い
う
サ
イ
ク
ル

を
何
度
も
繰
り
返
す
こ

と
で
、
継
続
的
に
業
務

改
善
を
行
な
う
こ
と
。

住民の活力を高める取り組みを
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齋
さい

藤
とう

　猛
たけし

議員

問
出
逢
橋
の
流
失
に

関
す
る
町
の
対
応

方
針
、
情
報
周
知
の
方
法

は
。答 

県
に
よ
る
仮
設
道

路
の
工
事
契
約
が

5
月
末
に
完
了
し
た
。
開

通
日
は
7
月
開
催
予
定
の

対
策
本
部
会
議
で
公
表
さ

れ
る
見
込
み
だ
。
町
と
し

て
は
町
村
会
を
通
じ
た
要

望
活
動
も
行
い
、
連
携
し

て
復
旧
を
進
め
て
い
く
。

国
道
２
５
２
号
線
の
今
後
は

�

答
お
盆
前
の
開
通
を
、
県
に
強
く
要
望

南
会
津
建
設
事
務
所
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
議
資
料

を
掲
載
し
、
町
と
し
て
も

積
極
的
な
情
報
発
信
に
努

め
て
い
く
。

問
雪
崩
危
険
箇
所
の

見
直
し
は
。

答 

豪
雪
地
帯
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後

も
点
検
・
確
認
を
進
め
て

い
く
。
防
災
面
で
も
見
直

し
の
必
要
性
を
認
識
し
て

お
り
、
検
討
し
て
い
く
。

問
流
失
に
よ
る
経

済
・
観
光
へ
の
影

響
と
支
援
策
は
。

答
経
済
的
に
大
き
な

影
響
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。
町
内
事
業

所
の
支
援
策
と
し
て
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発

行
を
前
倒
し
で
支
援
に
つ

な
げ
た
い
。

問
景
観
に
関
す
る
課

題
は
。

答
一
部
に
景
観
上
の

課
題
が
あ
る
。

問
「
自
然
首
都
・
只

見
」「
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
」
に
ふ
さ
わ

し
い
景
観
と
は
。

答
只
見
町
の
美
し
い

景
観
は
、
先
人
の

暮
ら
し
の
積
み
重
ね
に
よ

り
守
ら
れ
て
き
た
も
の
で

あ
る
。
山
林
資
源
の
有
効

活
用
が
課
題
解
決
の
鍵
と

考
え
て
お
り
、
間
伐
材
の

活
用
な
ど
を
通
じ
て
、
持

続
可
能
な
景
観
の
維
持
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
「
住
民
と
自
然
が

共
生
す
る
モ
デ
ル

地
域
と
し
て
の
森
林
整

備
」
と
は
。

答
広
葉
樹
へ
の
転
換

な
ど
、
多
様
な
整

備
手
法
を
取
り
入
れ
、
専

門
家
の
意
見
も
踏
ま
え
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
向
け
た
具
体

策
は
。

答
交
付
金
を
活
用

し
、
農
地
管
理
を

支
援
し
て
い
く
。「
地
域

計
画
」や「
目
標
地
図
」を

作
成
し
、
守
る
べ
き
農
地

を
明
確
に
す
る
。
農
業
機

械
の
導
入
支
援
や
畑
地
の

有
効
活
用
も
推
進
し
、
農

地
の
計
画
的
な
維
持
管
理

を
通
じ
て
、
環
境
保
全
に

も
つ
な
げ
て
い
く
。

旧道を利用した復旧内容
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平
ひら

山
やま

真
ま

恵
え

美
み

議員

問
働
き
手
と
現
場
ニ

ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
対
応
は
。

答
職
業
紹
介
所
や

「
お
し
ら
せ
ば
ん
」

の
求
人
掲
載
を
通
じ
て
雇

用
創
出
に
努
め
、
よ
り
良

い
マ
ッ
チ
ン
グ
の
方
策
も

検
討
す
る
。

問
多
様
な
働
き
方
を

支
え
る
施
策
は
。

答
異
業
種
連
携
に
よ

る
通
年
雇
用
は
事

業
協
同
組
合
の
一
例
。
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

柔
軟
な
働
き
方
の
創
出
に

努
め
る
。

多様な働き方による
担い手の確保は
� 答 働きやすい町づくりを推進

暮らしに寄り添う働き方が、あたりまえになる社会へ

問
「
始
め
る
支
援
」

か
ら
「
続
け
ら
れ

る
仕
組
み
」へ
の
転
換
は
。

答
認
定
こ
ど
も
園
で

は
、
就
労
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
子
ど
も
の

育
ち
を
支
え
る
体
制
を
整

備
。
今
後
は
柔
軟
な
働
き

方
に
対
応
し
、
働
き
続
け

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
。

問
多
様
な
人
材
と
立

場
を
超
え
た
協
働

の
実
効
性
は
。

答
目
的
や
役
割
の
明

確
化
、
信
頼
関
係

の
構
築
が
不
可
欠
。
中
間

支
援
人
材
の
育
成
や
連
携

の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

問
町
民
や
外
部
の
視

点
を
施
策
に
ど
う

反
映
す
る
か
。

答
人
口
減
少
の
中

で
、
公
聴
の
重
要

性
を
認
識
し
、
町
民
の
声

を
丁
寧
に
す
く
い
上
げ
施

策
へ
反
映
さ
せ
る
。

問
選
ば
れ
る
町
と
し

て
の
戦
略
は
。

答
八
十
里
越
え
の
開

通
を
見
据
え
、
豊

か
な
自
然
を
観
光
や
仕
事

の
魅
力
と
し
、
山
村
教
育

留
学
制
度
の
効
果
を
関
係

人
口
の
拡
大
や
人
づ
く
り

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

問
共
に
支
え
る
地
域

づ
く
り
と
は
。

答
地
域
の
実
情
や
多

様
な
ケ
ー
ス
を
想

定
し
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
る
。

空
き
公
共
施
設
の

活
用
方
法
は

�

答
今
後
の
協
議
で
方
向
性
を
見
出
す

問
地
域
交
流
や
活
動

拠
点
と
し
て
の
活

用
は
。

答
具
体
的
な
活
用
方

法
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
重
ね
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。
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鈴
すず

木
き

好
よし

行
ゆき

議員

問
議
会
は
、
自
主
財

源
の
確
保
に
向

け
、「
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡

充
を
求
め
る
。」
と
意
見

し
て
き
た
が
、
令
和
５
年

度
・
６
年
度
に
お
い
て
、

そ
の
効
果
が
表
れ
て
い
な

い
。
ふ
る
さ
と
納
税
額
増

に
向
け
て
新
た
な
取
り
組

み
は
あ
る
か
。

ふ
る
さ
と
納
税

増
額
へ
の
取
り
組
み
は

�
答
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
呼
び
か
け

問
「
出
逢
橋
」
流
失

に
よ
り
、
国
道
２

５
２
号
が
不
通
と
な
っ
て

お
り
、
観
光
客
が
減
少
し

て
い
る
。
こ
の
現
状
を
捉

え
、
新
た
な
取
り
組
み
は

あ
る
か
。

答
２
８
９
号
開
通
を

観
光
交
流
人
口
増

の
好
機
と
捉
え
、
取
り
組

み
を
推
進
す
る
。

問
今
年
度
の
観
光
入

込
数
の
見
込
み
は
。

答
今
年
度
の
目
標
は

２５
万
人
と
し
て
い

る
。問

複
合
施
設
開
設
に

向
け
、
人
材
の
確

保
が
急
務
だ
。
間
に
合
う

か
。答

開
設
へ
向
け
、
町

内
に
限
ら
ず
、
町

外
も
含
め
、
人
材
確
保
に

向
け
て
努
力
す
る
。

答
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
呼
び
か
け

に
努
力
し
て
い
る
。

問
日
本
一
の
宮
崎
県

都
城
市
で
は
、
令

和
４
年
度
１
９
５
億
９
３

０
０
万
円
の
受
入
額
だ
。

自
治
体
の
努
力
と
企
画
次

第
で
伸
ば
せ
る
制
度
だ

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
肉
、
魚
、
米
な
ど

の
地
場
産
品
を
持

っ
て
い
る
自
治
体
は
強

く
、
そ
う
で
な
い
自
治
体

は
苦
労
し
て
い
る
と
い
う

現
状
だ
が
、
引
き
続
き
努

力
す
る
。

問
返
礼
品
は
物
ば
か

り
で
な
く
、
体
験

型
観
光
を
返
礼
品
に
し
て

い
る
事
例
も
あ
る
。

答
今
後
、
研
究
と
検

討
を
し
た
い
。

問
こ
ご
み
、
ワ
ラ
ビ

な
ど
ま
だ
ま
だ
商

品
化
で
き
る
山
菜
や
キ
ノ

コ
類
が
多
く
ね
む
っ
て
い

る
。
返
礼
品
に
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答
出
品
し
て
く
れ
る

人
や
組
織
が
あ
れ

ば
魅
力
的
だ
と
考
え
る
。

問
そ
う
し
た
仕
組
み

づ
く
り
は
行
政
の

仕
事
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。答

必
要
な
の
は
関
わ

っ
て
く
れ
る
人
材

と
考
え
る
。
人
材
と
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
今
後

研
究
・
検
討
す
る
。

観光交流人口を
増やすには
�答 ２８９号開通を好機と捉え推進する

山の幸を返礼品に
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酒
さか

井
い

右
ゆう

一
いち

議員

こども園開所における
現時点の評価は
� 答 成果を踏まえ、計画的な改善を図る

問 
認
定
こ
ど
も
園
が

開
所
さ
れ
て
か
ら

約
２
か
月
が
経
過
し
た
。

現
時
点
で
の
評
価
は
。

答 

こ
ど
も
園
は
幼
児

教
育
・
保
育
の
質

向
上
を
目
的
と
し
て
設
置

し
た
。
従
来
の
保
育
か
ら

教
育
保
育
へ
移
行
し
、
年

齢
や
発
達
段
階
に
応
じ
た

教
育
課
程
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
興

味
や
意
欲
を
引
き
出
す
活

動
が
充
実
し
た
こ
と
を
成

果
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
３
歳
未
満
児

保
育
の
在
り
方
の
見
直
し

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
施

設
の
老
朽
化
に
よ
り
保
育

活
動
に
制
約
が
生
じ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

計
画
的
な
改
善
を
図
っ
て

い
く
。

問 

小
学
校
の
あ
り
方

検
討
懇
談
会
で
小

学
校
の
統
合
に
つ
い
て
の

総
論
が
ま
と
ま
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
朝
日
小
学
校

に
つ
い
て
は
「
公
共
施
設

の
管
理
計
画
」
で
老
朽
化

の
た
め
更
新
す
る
と
記
載

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基

づ
き
老
朽
化
し
た
建
物
の

建
て
替
え
を
行
い
、
効
率

的
な
施
設
整
備
を
進
め
る

計
画
が
含
ま
れ
て
い
る
の

か
。答 

小
学
校
の
統
合

は
、
検
討
懇
談
会

の
方
針
を
も
と
に
「
小
学

校
改
革
審
議
会
」
を
立
ち

上
げ
、
統
合
の
方
向
で
具

体
的
な
検
討
を
進
め
る
こ

と
が
決
定
し
た
。
年
内
に

答
申
予
定
だ
。

問
「
今
後
計
画
的
に

改
善
を
図
っ
て
い

く
」
と
発
言
し
た
が
、
こ

の
趣
旨
は
町
と
し
て
小
学

校
や
保
育
所
、
子
ど
も
園

の
建
設
を
計
画
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
か
。

答 

計
画
の
方
向
性

は
、
教
育
委
員
会

内
で
協
議
を
進
め
て
い
る

段
階
。

問 

大
規
模
な
施
設
建

設
を
行
う
に
は
、

構
想
の
策
定
か
ら
設
計
、

入
札
、
実
施
設
計
を
経
て

完
成
ま
で
に
多
く
の
時
間

を
要
す
る
。
町
長
任
期
中

に
施
設
の
基
本
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

ま
た
、
統
合
計
画
の
基
本

方
針
を
決
定
し
、
着
工
ま

で
進
め
る
意
思
は
。

答 
小
学
校
改
革
審
議

会
に
お
い
て
統
合

の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お

り
、
年
内
に
答
申
を
い
た

だ
く
予
定
で
、
速
や
か
に

検
討
を
進
め
て
い
く
。
審

議
会
で
の
中
間
報
告
を
受

け
、
町
長
任
期
中
に
具
体

的
な
形
が
見
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

老朽化した建物の建て替えを
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菅
かん

家
け

　忠
ただし

議員

問
只
見
町
地
域
防
災

計
画
（
災
害
予
防

計
画
）
に
「
町
は
、
町
内

の
道
路
網
の
整
合
性
の
と

れ
た
除
雪
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、
関
係
機
関
と
の

相
互
連
携
の
下
に
除
雪
計

画
を
策
定
す
る
。」
と
あ

る
。

　
除
雪
計
画
の
内
容
と
進

捗
状
況
を
町
民
に
お
知
ら

私の視野が狭かったと、考えを改める
答弁をいただいた。（当日の配布資料）

国
道
２
８
９
号
の

除
雪
体
制
の
進
捗
は

�
答
県
、
関
係
団
体
、
町
の
３
者
協
議
を
継
続

せ
し
、
開
通
に
向
け
て

「
自
分
た
ち
は
何
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

を
考
え
、
準
備
し
て
も
ら

い
た
い
。

　
例
え
ば
子
ど
も
た
ち
の

登
校
ル
ー
ト
は
今
の
ま
ま

で
よ
い
の
か
。
区
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
主
体
的
に
動
い
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

答 「
あ
っ
た
ら
良
い

な
」
と
「
な
く
て

は
困
る
」
は
決
定
的
に
違

う
と
考
え
る
。

　
あ
の
時
考
え
て
お
け
ば

良
か
っ
た
と
後
手
に
回
ら

な
い
よ
う
、
計
画
を
具
体

的
に
し
て
い
く
。

問
国
道
２
８
９
号
線

を
「
命
の
道
」
と

明
言
さ
れ
て
い
る
。
除
雪

体
制
が
決
ま
ら
な
い
と
、

医
療
体
制
も
決
め
ら
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答 

町
民
の
皆
さ
ま
含

め
、
関
係
者
の

方
々
と
共
に
考
え
、
準
備

を
し
て
い
く
。

みんなの国保税で
子育て支援を
� 答 広い視野を持った政策提言を望む

問
本
税
制
度
は
、
０

歳
児
に
も
後
期
高

齢
支
援
金
分
（
75
歳
以
上

が
被
保
険
者
の
保
険
制

度
）
と
し
て
均
等
割
額
が

課
税
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
誤
り
は
な
い
か
。

答
課
税
さ
れ
て
い
る
。

問
子
ど
も
に
医
療
分

の
均
等
割
額
を
課

税
す
る
こ
と
は
適
切
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
を
減
免
す

る
考
え
は
な
い
か
。
国
県

と
町
が
対
等
な
の
で
あ
れ

ば
、
町
が
で
き
る
こ
と
は

や
っ
て
い
い
と
考
え
る
。

答
減
免
の
考
え
は
な

い
。
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
は
、
保
育
料
の

無
償
化
や
給
食
費
の
無
償

化
な
ど
を
実
施
し
て
き

た
。
国
保
税
の
未
就
学
児

の
一
部
分
だ
け
を
見
る
こ

と
だ
け
が
、
子
育
て
支
援

の
全
て
で
は
な
い
と
考
え

る
。

問
税
の
三
原
則
は

「
公
平
・
中
立
・

簡
素
」
で
あ
り
、
総
務
省

に
よ
る
と
特
に
世
代
間
の

公
平
性
が
重
要
だ
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら

本
税
制
度
を
鑑
み
る
と
、

こ
の
課
税
は
適
正
で
あ
る

と
考
え
る
か
。

答
均
等
割
保
険
料
と

し
て
世
帯
の
人
数

に
応
じ
た
保
険
税
の
負
担

の
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
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問
「
あ
さ
く
さ
ホ
ー

ム
」
は
、
今
後
の

高
齢
者
人
口
の
減
少
に
伴

い
、
入
所
待
機
者
の
減
少

と
入
所
者
確
保
の
困
難
化

が
予
想
さ
れ
、
事
態
が
好

転
す
る
見
込
み
も
想
定
で

き
な
い
こ
と
か
ら
事
業
廃

止
は
や
む
を
え
な
い
と
説

明
が
あ
っ
た
。
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
、
５
月
中
旬
に
入
所
者

と
家
族
に
通
知
し
、
入
所

申
し
込
み
の
受
付
を
停
止

す
る
こ
と
。
利
用
者
及
び

ご
家
族
に
は
個
別
の
相
談

に
応
じ
、
入
所
者
の
移
動

状
況
に
も
よ
る
が
、
年
度

「あさくさホーム」
事業廃止への影響は
� 答 介護福祉体制の充実に努めていく

中
なか

野
の

大
たか

德
のり

議員

内
で
の
事
業
廃
止
を
予
定

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
町
と
し
て
、
入
居

者
及
び
そ
の
家
族
、
町
民

に
対
し
ど
の
よ
う
な
認
識

か
。答

入
所
者
か
ら
は
、

転
居
に
理
解
を
示

し
つ
つ
も
、
最
後
ま
で

「
あ
さ
く
さ
ホ
ー
ム
」
で

過
ご
し
た
か
っ
た
と
の
声

も
頂
戴
し
て
い
る
。
町
と

し
て
は
ご
利
用
者
と
家
族

に
は
大
変
不
便
を
か
け
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
の
事
態
の
好
転
も
見

込
め
な
い
中
、
空
床
を
抱

え
た
施
設
運
営
で
は
経
営

が
成
り
立
た
な
い
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
南
会
津
会

と
し
て
も
苦
し
い
判
断
で

あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
し
て

い
る
。

問
建
物
は
、
事
業
廃

止
後
に
町
へ
無
償

譲
渡
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
無
償
譲
渡
以
降

の
「
あ
さ
く
さ
ホ
ー
ム
」

そ
の
活
用
予
定
は
。

答
現
在
、
南
会
津
会

に
お
い
て
入
所
者

の
転
居
を
進
め
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
事
業
廃
止
時

期
及
び
無
償
譲
渡
に
つ
い

て
は
転
居
の
目
途
を
見
込

ん
で
か
ら
協
議
を
す
る
予

定
で
あ
る
。

問
八
十
里
、小
学
校
、

福
祉
施
設
等
、
町

長
は
、「
現
在
只
見
町
は

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。
残
り
3
年
6
ヶ
月

の
う
ち
に
結
果
を
出
し
て

明
る
い
只
見
町
へ
繋
げ
て

い
き
た
い
」
と
答
弁
し
て

い
る
が
。

答
町
に
と
っ
て
大
切

か
つ
深
刻
な
時
期

だ
と
感
じ
て
い
る
。
福
祉

施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
再
編
、
検
討
状
況
に
よ

っ
て
は
組
織
の
再
編
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
及
ぶ
か
も

し
れ
な
い
。
不
安
の
解

消
、
介
護
福
祉
体
制
の
充

実
に
繋
が
る
取
り
組
み
を

す
る
。

年度内で事業廃止予定の「あさくさホーム」
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新
規
開
業
者
の
掘
り
起
こ
し
を

�

答
商
工
会
と
共
に
掘
り
起
こ
し
を
図
る

審議会等での
専門家選定は適正か
� 答 町外の有識者等に協力を仰ぐ

目
め

黒
ぐろ

道
みち

人
と

議員

問
事
業
者
の
廃
業
が

相
次
い
で
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
が
減

る
こ
と
は
地
域
の
不
便
さ

が
増
し
、
移
住
定
住
ど
こ

ろ
か
転
出
増
の
懸
念
に
も

つ
な
が
る
。
市
場
経
済
原

理
で
の
開
業
は
難
し
い
と

考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
と
成
果
を
伺
う
。

答
只
見
町
産
業
振
興

対
策
事
業
補
助
金

で
産
業
お
こ
し
支
援
対
策

事
業
、
６
次
産
業
起
業
家

応
援
事
業
を
行
な
っ
て
い

る
。
令
和
５
年
度
に
は
こ

の
事
業
を
活
用
し
１
件
の

新
規
開
業
（
蕎
麦
屋
）
が

あ
っ
た
。

問
厳
し
い
背
景
が
あ

る
中
、
只
見
駅
前

で
新
規
開
業
さ
れ
た
の
は

成
果
だ
。
観
光
客
向
け
サ

ー
ビ
ス
は
住
民
向
け
サ
ー

ビ
ス
で
も
あ
る
。
会
社
員

問
町
が
公
募
す
る
補

助
事
業
等
、
そ
の

分
野
の
専
門
家
を
選
定
し

審
議
会
等
に
よ
り
決
定
さ

れ
る
事
業
が
あ
る
が
、
専

門
的
知
識
の
な
い
一
般
町

民
を
選
定
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
か
。

答
審
議
会
に
は
一
般

町
民
に
も
参
画
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見

を
い
た
だ
く
。
一
般
町
民

の
方
が
単
独
、
ま
た
は
過

半
数
を
超
え
る
こ
と
が
な

い
よ
う
適
正
に
事
業
を
執

行
し
て
い
る
。

問
小
学
校
の
在
り
方

検
討
会
に
は
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
が
い
る
の
か
。

答
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
は

い
な
い
。

問
小
学
校
の
１
ク
ラ

ス
あ
た
り
の
人
数

は
30
名
程
度
と
い
う
基
準

が
あ
る
。
教
育
委
員
会
は

ク
ラ
ス
定
員
を
議
論
の
材

料
と
し
て
提
供
で
き
て
い

た
か
。

答
ク
ラ
ス
定
員
に
つ

い
て
は
現
状
と
今

後
の
推
移
な
ど
資
料
を
示

し
た
上
で
議
論
が
な
さ
れ

た
。
な
お
県
で
の
ク
ラ
ス

定
員
は
あ
る
も
の
の
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
現

在
の
人
数
と
な
っ
て
い
る
。

や
公
務
員
な
ど
副
業
で
の

掘
り
起
こ
し
を
図
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答
開
業
セ
ミ
ナ
ー
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
場
所
の
提
供
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

相
談
を
受
け
付
け
る
な
ど

伴
走
型
の
支
援
が
掘
り
起

こ
し
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

サービス業の担い手が求められている
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編
集
後
記

　
６
月
に
梅
雨
入
り
は
し

た
も
の
の
暑
い
日
が
続
き

ま
し
た
。
つ
い
最
近
ま
で

大
雪
で
大
変
な
思
い
を
し

た
の
に
今
度
は
猛
暑
で
気

持
ち
が
追
い
つ
き
ま
せ
ん

ね
。
ま
た
ど
う
い
う
わ
け

か
米
騒
動
は
続
い
て
い
ま

す
け
ど
、
秋
に
は
新
米
が

た
く
さ
ん
穫
れ
る
と
い
い

で
す
ね
。

　
さ
て
、
前
号
の
議
会
だ

よ
り
か
ら
編
集
期
間
を
グ

ッ
と
圧
縮
し
た
こ
と
に
よ

り
、
従
来
よ
り
も
１
週
間

早
く
お
届
け
す
る
こ
と
が

で
き
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ん
お
気
づ
き
に
な
ら
れ
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
？

　
定
例
会
後
は
速
や
か
に

原
稿
を
作
成
し
編
集
ま
で

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
る

よ
う
、
要
項
の
整
備
や
ノ

ウ
ハ
ウ
の
集
積
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
町
民
の
皆

さ
ん
に
も
ご
登
場
い
た
だ

い
て
親
し
み
や
す
い
誌
面

づ
く
り
に
心
砕
い
て
お
り

ま
す
。

　
早
か
っ
た
！
読
み
や
す

か
っ
た
！
な
ん
で
も
良
い

の
で
ご
感
想
を
我
々
に
お

伝
え
い
た
だ
け
ま
す
と
励

み
に
な
り
ま
す
。

�

（
目
黒
道
人
委
員
）

　
只
見
高
校

　
３
年　
武
井　
春
樹

　
只
見
に
来
て
一
番
よ
か

っ
た
こ
と
は
、
大
好
き
な

野
球
を
続
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
最
高
の
野
球

環
境
の
町
下
グ
ラ
ン
ド
で

　
只
見
高
校

　
３
年　
新
國　
夢
萌

　
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
展
示

さ
れ
て
い
た
只
見
小
学
校

の
総
合
的
な
学
習
の
作
品

を
見
て
、
自
分
が
こ
れ
ま

で
体
験
し
て
き
た
こ
と
の

東
京
か
ら
只
見

見
え
な
か
っ
た
宝
物

毎
日
プ
レ
ー
さ
せ
て
も
ら

い
、
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
、
充
実
し
た
毎
日

を
送
っ
て
い
ま
す
。（
で
す

が
も
う
ポ
ー
ル
間
ダ
ッ
シ

ュ
は
勘
弁
で
す
。）学
校
は

少
人
数
の
学
級
で
、
先
生

方
が
一
人
ひ
と
り
に
し
っ

か
り
目
を
配
っ
て
く
れ
る

の
で
、
悪
さ
は
で
き
ま
せ

ん
。
最
初
は
驚
い
た
大
雪

も
今
で
は
す
っ
か
り
慣
れ

ま
し
た
。
自
然
に
囲
ま
れ

あ
り
が
た
さ
に
気
づ
き
ま

し
た
。
自
然
の
中
で
の
び

の
び
と
学
ぶ
姿
か
ら
、
只

見
に
は
今
も
昔
も
変
わ
ら

ず
豊
か
な
環
境
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
昔
は
当
た

り
前
す
ぎ
て
意
識
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
振

り
返
る
と
、
只
見
だ
か
ら

こ
そ
で
き
た
体
験
ば
か
り

で
本
当
に
貴
重
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
あ
の
頃
の
時

間
や
経
験
が
こ
れ
か
ら
の

た
環
境
の
中
で
、
人
と
の

つ
な
が
り
の
温
か
さ
を
感

じ
な
が
ら
過
ご
せ
る
只
見

で
の
生
活
は
、
と
て
も
貴

重
な
経
験
で
す
。
自
然
の

中
で
の
び
の
び
過
ご
せ
る

毎
日
が
と
て
も
気
に
入
っ

て
い
ま
す
。

自
分
を
支
え
る
土
台
に
な

っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

只
見
町
で
育
っ
た
か
ら
こ

そ
見
え
た
景
色
や
出
会
い

に
感
謝
し
、
い
つ
か
自
分

の
力
と
し
て
誰
か
に
返
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
こ
と

ひ
と
こ
と

発
行
責
任
者

　
議　
　
長　
佐
藤　
孝
義

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
菅
家　
　
忠

　
副
委
員
長　
目
黒　
道
人

　
委　
　
員　
鈴
木　
好
行

　
　
　
　
　
　
小
沼　
信
孝

　
　
　
　
　
　
矢
沢　
明
伸

　
　
　
　
　
　
⻆
田　
　
誠

　
今
度
一
緒
に
の
び
の
び

と
、
ポ
ー
ル
間
ダ
ッ
シ
ュ

を
や
り
ま
し
ょ
う
！

　
素
晴
ら
し
い
気
づ
き
で

す
ね
。
感
謝
の
気
持
ち
を

次
世
代
に
返
し
て
く
れ
る

と
嬉
し
い
で
す
。
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